（別添４）
エコチル調査データ管理システムの更改及び運用保守業務に関する提案書

提案書作成責任者
　＜企業名／団体名及び所属、氏名＞
　＜電話番号、ＦＡＸ番号、メールアドレス＞

１．はじめに
本書は、エコチル調査データ管理システムの更改及び運用保守業務に係る仕様書に基づき、その実施方法等に関する提案を行うものです。本業務の実施に当たっては、同仕様書を遵守し、本提案書をその実施計画書と位置づけて行うものとします。

２．業務の理解
調達仕様書1.2.「調達の背景」及び1.3.「調達目的及び期待する効果」を踏まえて、長期に及ぶエコチル調査の推進にあたって、エコチル調査データ管理システムの運用を通じて、①どのような課題が考えられるか、②課題解決に向けて必要な調査及び情報、並びに進め方を明らかにした上で論じてください。

	


（※）Ａ４版２枚以内とする。

３．業務の実施方法
（作成注）
調達仕様書及び別紙１.要件定義書に掲げたそれぞれの項目について、技術的観点から検討すべき具体的事項をご提案ください。
（項目ごとに原則Ａ４版１枚以内とする。項目ごとに複数の事項を提案する場合はそれぞれ事項ごとに原則Ａ４版１枚以内ずつとする。要求要件を満たす提案また加点要素の提案をする上で必要に応じて複数枚となることも可とする。）

	3.1　調達仕様書1.3.の提案

	事項名
	

	エコチル調査期間を通じたシステムライフサイクルコストに係る課題と理由：

システムライフサイクルコスト等を考慮した費用対効果の具体的な提案：


	3.2　調達仕様書1.3.の提案

	事項名
	

	参加者ポータルにおける参加者エンゲージメントに係る課題と理由：

参加者エンゲージメントを向上させる具体的な提案：


	[bookmark: _Hlk217306819]3.3　調達仕様書1.4.の提案

	事項名
	

	業務・情報システムの概要に関する事項について、本調達スコープ全体の最適なシステム構成の提案：


	3.4　調達仕様書4.1.(3)の提案

	事項名
	

	プロジェクト管理について、WBS及び定量的に状況が把握できる手法の提案：


	3.5　調達仕様書4.4.(3)及び4.14.の提案

	事項名
	

	運用に係る課題と理由：

効率的に運用業務を進める工夫とその効果の具体的な提案：


	3.6　調達仕様書4.4.(3)及び4.15.並びに別紙1要件定義書3.18.(10)の提案

	事項名
	

	保守業務における軽微な改修に係る課題と理由：

効率的に保守業務を進める工夫とその効果の具体的な提案：


	[bookmark: _Hlk217307233]3.7　調達仕様書6.及び別紙1要件定義書3.10.の提案

	事項名
	

	サイバーセキュリティ及び情報セキュリティに関する事項について、セキュリティ対策及びその実効性についての具体的な提案：


	3.8　別紙1要件定義書2.1.(1)の提案

	事項名
	

	機能に関する事項について、具体的な機能及びその実装方法等の適切なシステム方式の提案：

	3.9　別紙1要件定義書2.1.(5)及び2.5.の提案

	事項名
	

	本システムを構成するWeb質問票サブシステムの方式を選定した理由：

Web質問票サブシステムに関する具体的かつ適切なシステム方式の提案：


	3.10　別紙1要件定義書2.1.(5)及び2.5.の提案

	事項名
	

	Web質問票に関する事項について、移行方法等を踏まえた調査継続方法の具体的な提案：

	3.11　別紙1要件定義書3.2.(1)の提案

	事項名
	

	システム方式に関する事項について、全体方針を踏まえた最適なシステム方式の提案：


	3.12　別紙1要件定義書3.4.の提案

	事項名
	

	性能に関する事項について、性能要件を踏まえた導入機器等の具体的な提案：


	3.13　別紙1要件定義書3.5.の提案

	事項名
	

	信頼性に関する事項について、可用性要件を踏まえた導入機器等の合理的な提案：


	3.14　別紙1要件定義書3.7.の提案

	事項名
	

	上位互換性に関する事項について、長期運用に係るコスト影響を考慮した最適な構成の提案：


	3.15　別紙1要件定義書3.14.(1)ウの提案

	事項名
	

	移行に関する事項について、参加者への負担を最小限とすることを踏まえた参加者アカウント情報等の移行方法の提案：

	3.16　別紙1要件定義書3.17.(4)の提案

	事項名
	

	Web質問票作成支援業務に係る課題と理由：

効率的にWeb質問票作成支援業務を進める工夫とその効果の具体的な提案：




４．追加的業務の提案（任意）
（作成注）
　本業務の目的を達成するために必要と考えられる追加的な業務があれば、具体的に提案してください。
	


（※）追加的業務の提案事項1件あたり原則Ａ４版１枚以内とする。提案をする上で必要に応じて複数枚となることも可とする。

５．業務の実施計画
（作成注）
　　業務スケジュール、検討会の開催時期等を実施予定表にして示してください。

	時　期
	内　　　容

	
	


（※）原則Ａ４版１枚以内とする。要求要件を満たす提案をする上で必要に応じて様式は問わず複数枚の提案となることも可とする。

６．業務の実施体制

（１）本業務に従事する主たる担当者
	氏　　名
	
	生年月日
	

	所属・役職
	
	経験年数
（うち本業務の類似業務従事年数）

	
	
	              年（　　　　　　年）

	専門分野
	

	所有資格
	

	経歴（職歴／学位）
	

	所属学会
	

	類似業務等の実績

	業務名
	業務内容
	履行期間

	
	
	　年　月～　年　月

	業務従事期間中における本業務以外の主な手持ち業務の状況

	業務名
	業務内容
	履行期間

	
	
	　年　月～　年　月


（※）手持ち業務の欄は契約金額が500万円以上のもの及び担当者の経常的業務を対象とし、業務内容の欄は概要を記入する。加点要素の提案をする上で上記様式に加えて、追加で様式を問わない複数枚の提案となることも可とする。

（２）主たる担当者以外であって本業務に従事する者
	本業務における役割
	氏名
	所属・役職
	専門分野

	
	
	
	


（※）加点要素の提案をする上で上記様式に加えて、追加で様式を問わない複数枚の提案となることも可とする。

７．組織の実績

	業務名
	
	
	

	発注機関
（名称、所在地）
	
	
	

	(受託者名)
	
	
	

	(受託形態)
	
	
	

	履行期間
	
	
	

	業務の概要
	
	
	

	技術的特徴
	
	
	

	主たる担当者の従事の有無
	
	
	



注１	本様式は、Ａ４版４枚以内に記載すること。
注２	業務名は１０件まで記載できるものとする。
注３	発注機関が公的機関である場合はその名称、所在地を記載すること。
注４	発注機関の受注形態欄には、元請受注か下請受注かの区別を記載すること。
注５	業務の概要の欄には、業務内容を具体的かつ簡潔に記載すること。
注６	実績を証明するものとして、契約書写し（契約書が存在しない場合、また下請の場合は注文書・請書の写しでも可）を添付すること。

８．組織のワーク･ライフ･バランス等の推進に関する認定等取得状況

	認定等の有無：

	認定等の名称：   （認定段階：                       　　 ）
                （計画期間：　　○年○月○日～　　○年○月○日）


注１　えるぼし認定、プラチナえるぼし認定、くるみん認定、トライくるみん認定、プラチナくるみん認定及びユースエール認定については、認定通知書の写しを、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく一般事業主行動計画（策定義務のない事業主（常時雇用する労働者が100人以下のもの）が努力義務により届出たものに限る。）については、労働局の受付印のある一般事業主行動計画策定届の写しを添付すること。
注２　認定段階については、えるぼし認定の認定段階（１～３）を、計画期間については、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律及び次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計画に示された計画期間を明記すること。
注３　事業者の経営における主たる事業所（本社等）において取得しており、かつ、提案書提出時点において認定等の期間中であるものに限る。

